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第　 1　問

次の条件によって定まる数列 {an}，{bn}について考える。

a1 = 4, b1 = 2,

 an+1 = 4a3nb
4
n

bn+1 = 1
2
anb

3
n

(n = 1, 2, 3, · · · )

以下の問いに答えなさい。

(1) 数列 {cn}を
cn = log2 an − 2 log2 bn (n = 1, 2, 3, · · · )

と定める。{cn}の一般項を求めなさい。

(2) 数列 {dn}を
dn = log2 an + 2 log2 bn (n = 1, 2, 3, · · · )

と定める。{dn}の一般項を求めなさい。

(3) 数列 {an}，{bn}の一般項を求めなさい。
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第　 2　問

自然数 nに対し，
In =

∫ π
2

0

cosn x dx

とおく。以下の問いに答えなさい。

(1) I1 と I2 の値を求めなさい。

(2)
In+2

In
を求めなさい。必要ならば部分積分を用いてよい。

(3) (n+ 1)InIn+1 を求めなさい。
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第　 3　問

下の図の直方体 ABCD-EFGH において，AB = 3，AD = 1，AE = 2 とする。t は
0 < t < 1をみたす実数とする。線分 BFを t : (1− t)に内分する点を Pとする。以下の
問いに答えなさい。

(1) θ = ∠CPEとおく。cos θ を tを用いて表しなさい。

(2) △CEPの面積を S(t)とする。S(t)を tを用いて表しなさい。

(3) tが 0 < t < 1の範囲を動くとき，(2)の S(t)の最小値を求めなさい。また，その
ときの tの値を求めなさい。

A

B

C

D

E

F

G

H
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第　 4　問

aは a > 1をみたす実数とする。座標平面において，連立不等式

0 ≦ x ≦ 1, 0 ≦ y ≦ ax2

の表す領域の面積を S1(a)とし，連立不等式

0 ≦ x ≦ 1, 1 ≦ y ≦ ax2

の表す領域の面積を S2(a)とする。以下の問いに答えなさい。

(1) S1(a)を aを用いて表しなさい。

(2) S2(a)を aを用いて表しなさい。

(3) a が a > 1 の範囲を動くとき，S1(a) − 2S2(a) の値が最大となる a の値を求めな
さい。
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第　 5　問

w = 1
2
+

√
3
2

iとし，αを 0でない複素数とする。ただし，iは虚数単位を表す。自然
数 nに対して

bn =

{
1 (nが奇数のとき)

2 (nが偶数のとき)

と定め，
zn = bnw

nα

と定める。以下の問いに答えなさい。

(1) w を極形式で表しなさい。

(2) 1 + w2 + w4 の値を求めなさい。

(3)
(zn+2 − zn)(zn+4 − zn)

z2n
を求めなさい。

(4)
(zn+1 − zn)(zn+3 − zn)(zn+5 − zn)

z3n
を求めなさい。
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第　 6　問

平面上で，点 Oを中心とする半径 1の円を考える。この円を内接円とする二等辺三角
形 ABC（ただし AB = AC）を考える。点 Oから辺 AB，BCに下ろした垂線をそれぞ
れ OD，OEとする。また，線分 BEの長さを xとし，△ABCの面積と周の長さをそれ
ぞれ S と Lとする。以下の問いに答えなさい。

(1) 線分 AEの長さを y とする。y を xを用いて表しなさい。

(2) 線分 ADの長さを z とする。z を xを用いて表しなさい。

(3) xが x > 1の範囲を動くとき， S
L
の値を求めなさい。

(4) xが x > 1の範囲を動くとき， L2

S
の値が最小となる xの値を求めなさい。
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